
 W E L F A R E  F O R  P E O P L E  W I T H  D I S A B I L I T I E S

障 が い 者 福 祉 事 業

有料道路割引制度

心 身 障 害 者 手 当

福祉タクシー料金
助成事業

在宅重度障害者手当

● 障がいのある方に対して、次のような制度があります

● 総合的に障がい者の地域での自立した生活を支援するため、次のような事業を実施しています

障がい者手当
名　　　称 対　　象　　者 内　　　容 手　　当　　月　　額

14,880円～34,200円
重度障がい者（身体・知的・精
神）で、常時特別な介護が必要
な方

特別障害者手当、障害児福祉
手当、経過的福祉手当
（2･5･8･11月に支給）

6,750円～15,500円

･身体障害者手帳１・2級、療育手帳 
  A判定のいずれかをお持ちの方
･身体障害者手帳3級と療育手帳   
  B判定の両方をお持ちの方

在宅の重度障がいの方に支給
（特別障害者手当等の受給者
を除く）（4･8･12月に支給）

身体障害者手帳1～4級、療育
手帳A・B判定、精神障害者保
健福祉手帳1～3級のいずれか
をお持ちの方

在宅の障がい者の方に支給
（3･9月に支給）

身体障害者手帳1～3級、療育手帳A･B判定、
精神障害者保健福祉手帳1・2級　2,000円
身体障害者手帳4級、精神障害者保健福祉
手帳3級　1,000円

福祉タクシー料金助成事業･有料道路割引制度
事　業　名 対　　　象　　　者 内　　　　　　　　容

身体障害者手帳1～3級、療育手帳A・B判定、精神障
害者保健福祉手帳1・2級、戦傷病者手帳特別項症～
第5項症、被爆者健康手帳のいずれかをお持ちの方

タクシーを利用する場合、利用券１枚につき500円以内を
助成します（年24枚）。
利用券は、乗車１回につき2枚まで利用できます。

障がいのある方が自ら自動車を運転する場合または第１
種障がい者が乗車し、介護者が運転する場合に通行料金
が割引されます。
福祉課で、事前に申請が必要です。

身体障害者手帳、療育手帳のいずれかをお持ちの
方

種　類

介

護

給

付

訓
練
等
給
付

サ ー ビ ス 名 内　　　　　　　　　　　　　容
自宅で、入浴、排せつ、食事の介護等を行います。居宅介護（ホームヘルプ）
重度の肢体不自由者、または重度の知的障がい、もしくは精神障がいにより行動上著
しい困難を有する障がい者であって常に介護を必要とする人に、自宅で、入浴、排せ
つ、食事の介護、外出時における移動支援などを総合的に行います。

重度訪問介護

視覚障がいにより、移動に著しい困難を有する障がい者等につき、外出時において、
障がい者等に同行し、移動に必要な情報を提供するとともに、移動の援護・援助を行
います。

同行援護

自己判断能力が制限されている人が行動するときに、危険を回避するために必要な
支援、外出支援を行います。行動援護

自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間も含め施設で、入浴、排せつ、食
事の介護等を行います。短期入所（ショートステイ）

介護の必要性が非常に高い人に、居宅介護等複数のサービスを包括的に行います。重度障がい者等包括支援
医療と常時介護を必要とする人に、医療機関で機能訓練、療養上の管理、看護、介護
および日常生活の世話を行います。療養介護

常に介護を必要とする人に、入浴、排せつ、食事の介護等を行うとともに、創作的活動
または生産活動の機会を提供します。生活介護

自立した日常生活または社会生活ができるよう、一定期間、身体機能または生活能力
の向上のために必要な訓練を行います。自立訓練（機能訓練・生活訓練）

一般企業等への就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知識および能力の向
上のために必要な訓練を行います。就労移行支援

一般企業等での就労が困難な人に、働く場を提供するとともに、知識および能力の向
上のために必要な訓練を行います。就労継続支援（雇用型・非雇用型）

就労移行支援等を利用し、一般就労に移行した障がい者等で、就労に伴う環境変化により生活面
の課題が生じている人に、一定の期間にわたり事業所・家族との連絡調整等の支援を行います。就労定着支援

障害者支援施設やグループホーム等から地域での一人暮らしに移行した障がい者で、理
解力や生活力等に不安がある人に、一定の期間にわたり、定期的な巡回訪問や随時の対
応により、適時のタイミングで適切な支援を行います。

自立生活援助

特別障害者手当等

※特別障害者手当等および在宅重度障害者手当については、所得制限があります。

※介護保険対象者は、介護保険が優先される場合があります。日中活動：昼間の活動を支援するサービスです
障がい福祉サービス

問合　福祉課福祉Ｇ
　　　☎24-1115  FAX24-1138
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～ 障 が い の あ る 方 々 を 支 え る ～

地域生活支援事業

種　類

介 護 給 付

訓練等給付

サ ー ビ ス 名 内　　　　　　　　　　　　　容

施設に入所する人に、夜間や休日、入浴、排せつ、食事の介護等を行います。施設入所支援

事　　業　　名 対　　象　　者

対　　象　　者

内　　　　　　　容 料　　金　　等

原則、費用の1割負担
（所得制限あり）

･身体障害者手帳をお持ちの方
･難病患者等の方

身体機能の障がいを補う装具（日常生活を容
易にするための器具）の購入･修理･借受けに
要する費用を支給します。

補装具費支給事業

事　　業　　名 対　　象　　者 内　　　　　　　容 料　　金　　等

相談支援事業者において福祉に関する各般の
問題等につき相談に応じます。相談支援事業

無　料
聴覚・音声機能または言語機能の障がいのある
方に対し、手話通訳者・要約筆記者を派遣します。意思疎通支援事業

移動が困難な障がいのある方に対し、外出の
ための支援を行います。

障がいのある方の日中における活動の場のた
めの支援を行います。日中一時支援事業

在宅の障がいのある方に対し通所の場を設
け、機能回復訓練、創作的活動等の各種サー
ビスを提供することにより、自立生活を援助
します。

費用の1割負担
（生活保護受給世帯、市民税非
課税世帯については無料）

地域活動支援センター
事業

障がいのある方 (難病患者等を
含む)※品目によって異なります

ストマ用装具・特殊寝台等の購入費用、住宅改
修費等を補助します。日常生活用具給付事業 

限度額10万円
（所得制限あり）

就労・通院・通学等のために自動
車を必要とする身体障害者手
帳をお持ちの方

障がいのある方が自ら運転するための自動車
の改造に要する経費、運転免許取得に要する
経費を助成します。

自動車改造費･自動車
運転免許取得費の
助成事業

重度の下肢･体幹障がいの方
で、寝たきりの状態にある方
(難病患者等を含む)

移動入浴車を自宅に派遣します。訪問入浴サービス事業

日常生活上の援助等を行うとともに利用者のニーズに応じて食事等の介護を行い
ます。

共同生活援助
（グループホーム）

障がいのある方
(難病患者等を含む)

移動支援事業

居住支援：生活の場におけるサービスです

サ ー ビ ス 名 内　　　　　　　　　　　　　容

就学前の障がい児が、保護者とともに、または児童のみで通い、日常生活にお
ける基本的な動作の指導、知識技能の付与、集団生活への適応訓練などの療
育事業を行います。

就学している障がい児が、授業終了後または休業日に通い、生活能力の向
上のために必要な訓練や社会との交流の促進などの療育事業を行います。

重度の障がい児で、障がい児通所支援を利用するために外出が著しく困難
な障がい児に、居宅を訪問して発達支援を行います。

障がい児通所支援事業

補装具費支給事業

事　　業　　名 対　　象　　者 内　　　　　　　容 料　　金　　等

「費用額の基準」を上限に
購入額の1／3

身体障害者手帳の交付対象と
ならない軽度･中等度難聴児
（18歳未満）

補聴器購入費用等の一部を助成することによ
り、言語の発達や、学習の困難さの解消を支援
します。

軽度･中等度難聴児
支援事業

軽度・中等度難聴児支援事業

就学前の障がい児児童発達支援

放課後等デイサービス 就学している障がい児

重症心身障がい児等の重度の
障がい児

居宅訪問型児童発達
支援

※介護保険対象者は、介護保険が優先される場合があります。

※介護保険対象者は、介護保険が優先される場合があります。

※介護保険対象者は、介護保険が優先される場合があります。
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社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用
者

負
担
額
の
軽
減
制
度
事
業

外
国
人
高
齢
者
福
祉
手
当

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

S E N I O R  C I T I Z E N  W E L F A R E  B U S I N E S S

地域包括支援センター

　地域包括支援センターでは、主任ケ
アマネジャー、社会福祉士、看護師な
どが、関係機関と連携を図りながら、
介護予防マネジメントや高齢者・家族
に対する総合相談、高齢者虐待防止事
業、権利擁護事業など、様々なサービ
スを利用できるよう、高齢者の皆さん
への支援を行っています。必要に応じ
て訪問による相談も実施しています。

北地域包括支援センター
古川町2-56（グループホームふるかわ隣）
☎22-4771
中地域包括支援センター
南新開町1-98（老人保健施設六寿苑隣）
☎23-3463
南地域包括支援センター
唐臼町半池72-6（特別養護老人ホー
ム恵寿荘内）　☎32-3066

活
動
の
流
れ

500
スタンプ数 交換ポイント
10～19
20～29 1，000
30～39 1，500
40～49 2，000
50～59 2，500
60～69 3，000
70～79 3，500
80～89 4，000
90～99 4，500
100～ 5，000

高 齢 者 福 祉 事 業

・
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

対
象
サ
ー
ビ
ス

・
訪
問
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

・
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

・
短
期
入
所
生
活
介
護・介
護
予
防
短
期
入

　

所
生
活
介
護（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

・
地
域
密
着
型
通
所
介
護

・
介
護
老
人
福
祉
施
設（
特
別
養
護
老
人
ホ

　

ー
ム
）

・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護・介
護
予
防

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

※
た
だ
し
、軽
減
す
る
旨
を
申
し
出
た
社
会
福

　

祉
法
人
等
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
に
限
り
ま
す
。

　

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
大
正
15
年（
1
9

2
6
年
）4
月
1
日
以
前
に
出
生
し
た
方
で
、

公
的
年
金
等
の
受
給
を
し
て
い
な
い
方
に
対

し
、外
国
人
高
齢
者
福
祉
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
介
護（
介
護
予

防
）サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
額
の
4
分
の
1

（
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
2
分
の
1
）を
軽

減
し
ま
す
。

対
象
　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
要
介
護
被
保

　

険
者
等
で
あ
り
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
1
5
0
万
円
、

　

世
帯
員
が
1
人
増
え
る
ご
と
に
50
万
円
を

　

加
算
し
た
額
以
下

・
預
貯
金
等
の
額
が
単
身
世
帯
で
3
5
0
万

　

円
、世
帯
員
が
1
人
増
え
る
ご
と
に
1
0

 

0
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下

・
日
常
生
活
に
供
す
る
資
産
以
外
に
活
用
で

　

き
る
資
産
が
な
い

・
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等
に
扶
養
さ
れ
て

　

い
な
い

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
昭
和
57
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
、

　

旧
外
国
人
登
録
法
に
基
づ
き
登
録
を
さ
れ
、

　

平
成
24
年
7
月
9
日
以
降
引
き
続
き
、住

　

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

・
本
市
に
引
き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
て
い

　

る
※
た
だ
し
、養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
に

　

入
所
し
て
い
る
方
や
生
活
保
護
を
受
給
し

　

て
い
る
方
等
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

支
給
額　

1
カ
月　

5
0
0
0
円

　

こ
の
制
度
は
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
と
お
し
て
自
発
的
に
地
域

貢
献
を
し
な
が
ら
、ご
自
身
の
健
康
増
進
や

介
護
予
防
に
繋
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、そ
の
活
動
に
応
じ
て

ポ
イ
ン
ト
が
支
給
さ
れ
、そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

す
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る

方
も
、こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
て
み
よ
う
と
い

う
方
も
、こ
の
制
度
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方（
津
島

　

市
介
護
保
険
第
1
号
被
保
険
者
）

活
動
内
容
　
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
機

　

関
等
で
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

1
．ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登

　

録
を
し
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳
」を
受
け
取

　

り
ま
す
。

2
．ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

指
定
さ
れ
た
施
設
や
団
体
な
ど
で
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま
す
。

3
．手
帳
に
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
う

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
終
了
後
、活
動
先
施
設

　

な
ど
か
ら
手
帳
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も

　

ら
い
ま
す（
30
分
ご
と
の
活
動
で
1
ス
タ
ン

　

プ
、1
日
4
ス
タ
ン
プ
が
上
限
）。

4
．集
め
た
ス
タ
ン
プ
を
評
価
ポ
イ
ン
ト
に
交 

　
換

　

ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
手
帳
を
市
社
会
福
祉

　

協
議
会
に
提
示
し
、評
価
ポ
イ
ン
ト
に
交

　

換
し
ま
す
。

5
．評
価
ポ
イ
ン
ト
の
活
用

　

評
価
ポ
イ
ン
ト
を
1
ポ
イ
ン
ト
1
円
相
当

　

で
還
元
し
ま
す（
年
間
5
0
0
0
円
が
上

　

限
）。

※
評
価
ポ
イ
ン
ト
還
元
時
に
介
護
保
険
料
の

　

未
納
・
滞
納
が
な
い
方
が
対
象
と
な
り
ま

　

す
。な
お
現
金
で
は
な
く
、寄
付
ま
た
は
地

　

域
振
興
券
で
の
還
元
と
な
り
ま
す
。

問合　高齢介護課長寿福祉Ｇ
　　　☎24-1118
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高 齢 者 を 支 え る

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

寝
具
洗
濯
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事
業

ひとり暮らし老人登録

家
族
介
護
継
続
慰
労
金
支
給
事
業

事業により対象となる方が異なりますので、ご確
認ください。
①65歳以上のひとり暮らしの方
②世帯員がすべて65歳以上で構成されている世
　帯の方
③世帯員が65歳以上と身体障害者手帳1級もしく
　は2級の方で構成されている世帯の方
④身体障害者手帳1級もしくは2級の方で構成さ
　れている世帯の方
⑤65歳以上の方で同居する方の就労等で日中ひ
　とりで生活する方

　登録をすると、病気などの緊急時
に、本人に代わり緊急連絡先に登録
してある方へ連絡をします。また、各
民生委員が日ごろから訪問等を通じ
て安否確認を行うこともあります。
対象　①に該当する方

高齢者配食サービス事業

　心身の障がい、傷病等により食事の
用意をすることが困難な高齢者の方に
お弁当（昼）の配達を行っています。
対象　①②③⑤いずれかに該当する方
配達日　祝日を除く、毎週月曜日から土曜日までの6
　日間のうち、心身の状況等により適当と認められる    
　食数を配達します。
利用料　1食300円または400円（所得状況により決定 
　します）

高齢者救急支援事業

　救急時の迅速な対応のために、【救
急あんしん君】とマグネットを無料で
配布しています。
　「緊急連絡先」や「かかりつけ医」な
どを記入した救急情報登録連絡書を
容器【救急あんしん君】に入れ、冷蔵
庫に保管していただきます。
対象　①～③いずれかに該当する方

緊急通報システム事業

　家庭内で急病などになったとき、緊急
通報装置本体のボタンを押すだけで、
緊急通報センターに通報できます。
対象　①～④いずれかに該当する方
利用料　所得税課税年税額に基づき
　決定します（ただし、生計中心者が
　所得税非課税の場合は無料）。
※利用にあたっては、緊急時に通報センターからの
　依頼により、利用者宅へ15～20分程度で駆けつけ
　られる協力員の方3人（うち1人は、民生委員）の氏
　名･住所･連絡先等の登録が必要です。 ▲救急あんしん君

　

寝
具
の
洗
濯・乾
燥
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。

対
象　

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、市
内
に
居

　

住
し
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
次
の
い
ず
れ

　

か
に
該
当
す
る
方

・
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

・
世
帯
員
が
す
べ
て
65
歳
以
上
で
構
成
さ
れ

　

て
い
る
世
帯
で
、介
護
保
険
で
要
介
護
度

　

1
〜
5
と
認
定
さ
れ
た
方

利
用
料　

無
料

※
申
請
方
法・実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、市
政

　

の
ひ
ろ
ば
7
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

紙
お
む
つ
、尿
取
り
パ
ッ
ド
な
ど
の
介
護
用

品
を
支
給
し
ま
す
。

対
象　

市
内
居
住
で
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

　

る
方

・
要
介
護
者
お
よ
び
介
護
者
が
市
民
税
非

　

課
税
世
帯
の
方

・
介
護
保
険
で
要
介
護
度
4
ま
た
は
5
と
認

　

定
さ
れ
た
方
を
、在
宅（
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

　

齢
者
向
け
住
宅
を
除
く
）で
介
護
さ
れ
て
い

　

る
家
族
の
方

支
給
限
度
額　

年
間
6
万
円

※
申
請
方
法・実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、市
政

　

の
ひ
ろ
ば
6
月
号
お
よ
び
12
月
号
で
お
知

　

ら
せ
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
で
要
介
護
度
4
ま
た
は
5
と
認

定
さ
れ
た
方
の
在
宅
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
方
に
対
し
、慰
労
金
を
支
給
し
ま

す
。

対
象　

介
護
保
険
で
要
介
護
度
4
ま
た
は
5

 

と
認
定
さ
れ
た
方
で
、介
護
保
険
料
の
未

　

納
金
が
発
生
し
て
お
ら
ず
、市
民
税
非
課

　

税
世
帯
の
在
宅
高
齢
者
で
あ
っ
て
、過
去
1

 

年
間
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス（
居
宅
介
護
支

　

援
サ
ー
ビ
ス
、年
間
1
週
間
程
度
の
シ
ョ
ー

　

ト
ス
テ
イ
の
利
用
を
除
く
）を
受
け
な
か
っ

　

た
方
を
現
に
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方

支
給
額　

10
万
円　

S E N I O R  C I T I Z E N  W E L F A R E  B U S I N E S S

～ 高 齢 者 の 生 活 を 支 援 す る ～
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い
る
父
ま
た
は
母
、あ
る
い
は
養
育
者
に
支
給

し
ま
す
。

　

な
お
、受
給
か
ら
5
年
を
経
過
し
た
方
で
、

未
就
労
な
ど
の
場
合
に
支
給
額
が
2
分
の
1

に
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

支
給
要
件

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
か
ら
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

　

い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
D
V
防
止
法
に
お
け
る
保

　

護
命
令
を
裁
判
所
か
ら
受
け
た
児
童

･
父
ま
た
は
母
が
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

　

る
児
童

・
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

・
右
記
に
該
当
す
る
か
明
ら
か
で
な
い
児
童

手
当
月
額

・
子
ど
も
が
1
人
の
場
合

　

全
部
支
給 
4
万
3
1
6
0
円

　
一
部
支
給
4
万
3
1
5
0
円
〜

 
 
 
 
 

  

1
万
1
8
0
円

・
子
ど
も
2
人
目
の
加
算
額

　

全
部
支
給 

1
万
1
9
0
円

　

一
部
支
給 

1
万
1
8
0
円
〜
5
1
0
0
円

・
子
ど
も
3
人
目
以
降
の
加
算
額（
1
人
に
つ

　

き
）

　

全
部
支
給 

6
1
1
0
円

　

一
部
支
給 

6
1
0
0
円
〜
3
0
6
0
円

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
18
歳
以
下（
18
歳

到
達
の
年
度
の
末
日
）の
児
童
を
監
護
し
て
い

る
父
ま
た
は
母
、あ
る
い
は
養
育
者
に
支
給
し

ま
す
。

　　

中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

手
当
額（
児
童
1
人
あ
た
り
・
月
額
）

・
3
歳
未
満　
　

1
万
5
0
0
0
円

・
3
歳
以
上
小
学
生
以
下

　

第
1
・
2
子　

  

1
万
円

　

第
3
子
以
降　

1
万
5
0
0
0
円

・
中
学
生　
　
　

1
万
円

・
所
得
制
限
対
象
者

　

児
童
1
人
あ
た
り　

5
0
0
0
円

※
支
払
い
時
期
に
つ
い
て
は
、左
表
の
と
お
り

　

で
す
。

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
18
歳
以
下（
18
歳

到
達
の
年
度
の
末
日
）の
児
童（
一
定
の
障
が

い
が
あ
る
と
き
は
、20
歳
未
満
）を
監
護
し
て

支
給
要
件

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
か
ら
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

　

い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
D
V
防
止
法
に
お
け
る
保

　

護
命
令
を
裁
判
所
か
ら
受
け
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

　

る
児
童

・
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
1
年
以
上
行
方

　

不
明
で
あ
る
児
童

手
当
額（
児
童
1
人
あ
た
り
・
月
額
）

・
県
遺
児
手
当　

4
3
5
0
円

　
（
支
給
期
間
は
5
年
間
。た
だ
し
、4
年
目

　

か
ら
2
年
間
は
半
額
）

・
市
遺
児
手
当　

2
0
0
0
円

　
（
支
給
期
間
は
5
年
間
）

　

身
体
ま
た
は
、精
神
に
中
度・重
度
の
障
が

い
を
有
す
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し
て

い
る
父
ま
た
は
母
、あ
る
い
は
養
育
者
に
支
給

し
ま
す
。　

手
当
額（
児
童
1
人
あ
た
り
・
月
額
）

・
1
級　

5
万
2
5
0
0
円

・
2
級　

3
万
4
9
7
0
円

　　

母
子
家
庭
の
母
親
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父

親
の
方
が
就
職
に
役
立
つ
技
能
や
資
格
の
取

得
の
た
め
各
種
講
座
を
受
講
し
た
り
、各
種

学
校
な
ど
の
養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
に

支
給
し
ま
す
。事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

・
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

指
定
の
職
業
能
力
開
発
講
座
を
受
講
後
に

支
給
し
ま
す
。

支
給
額　

講
座
受
講
料
の
6
割
相
当（
上
限

　

は
20
万
円
×
修
業
年
数（
最
大
4
年
））

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等
に
つ
い
て

　

就
職
に
有
利
な
資
格
取
得（
看
護
師
、介
護

福
祉
士
、保
育
士
等
）の
た
め
に
1
年
以
上
養

成
機
関
で
修
業
す
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

・
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

支
給
期
間　

修
業
期
間
の
全
期
間（
上
限
4

 

年
）

支
給
月
額　

10
万
円（
市
民
税
非
課
税
世
帯
）、

　

7
万
5
0
0
円（
市
民
税
課
税
世
帯
）

　

た
だ
し
、最
後
の
12
カ
月
に
つ
い
て
は
4
万

　

円
増
額
。

・
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金

　

修
業
期
間
修
了
後
、一
定
要
件
を
満
た
す

場
合
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
額　

5
万
円（
市
民
税
非
課
税
世
帯
）、

　

2
万
5
0
0
0
円（
市
民
税
課
税
世
帯
）

　

母
子
家
庭
、父
子
家
庭
、寡
婦
の
方
の
生
活

の
安
定
と
児
童
の
福
祉
増
進
の
た
め
、暮
ら
し

に
必
要
な
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象

・
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者

　

の
い
な
い
方
、そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

　

子
ま
た
は
父
母
の
い
な
い
20
歳
未
満
の
児
童

・
か
つ
て
配
偶
者
の
な
い
女
子
と
し
て
20
歳
未

　

満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
た
こ
と
の
あ
る
配

　

電   話

母
子
家
庭
等
自
立
支
援
事
業

児
童
手
当

児
童
扶
養
手
当

所
得
制
限
あ
り

遺
児
手
当

所
得
制
限
あ
り

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金

母
子
家
庭
等
自
立
支
援
給
付
金
制
度

特
別
児
童
扶
養
手
当

所
得
制
限
あ
り

児童手当などを受給
するには手続きが必
要です。支給要件に
該当したときは、速や
かに手続きをしてく
ださい。

該当月 支払日

6月10日㈬2月～5月分 

10月～
令和3年1月分

令和3年
2月10日㈬
 

6月～9月分 10月9日㈮

C H I L D  W E L F A R E  B U S I N E S S

児 童 福 祉 事 業 問合　子育て支援課
　　　☎24-1120 ☎24-1121
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児
童
の
養
育
が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た

場
合
に
、保
育
所
や
施
設
で
養
育
す
る
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

就
労
形
態
の
多
様
化
に
伴
う
一
時
的
な
保

育
や
保
護
者
の
疾
病
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て

緊
急
・一
時
的
に
保
育
し
ま
す
。ま
た
保
護
者

の
育
児
に
伴
う
心
理
的・肉
体
的
負
担
を
解
消

す
る
た
め
に
保
育
を
必
要
と
す
る
生
後
43
日

以
降
で
就
学
前
の
児
童
を
一
時
的
に
保
育
し

ま
す
。

実
施
施
設　

共
存
園
保
育
所
、新
開
こ
ど
も

　

園
、あ
た
ご
こ
ど
も
園
、神
島
田
保
育
園
、

　

蛭
間
保
育
園

利
用
期
間　

1
カ
月
に
14
日
以
内

保
育
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時
30

　

分（
た
だ
し
、土
曜
日
は
、午
前
8
時
30
分

　

〜
午
後
0
時
30
分
）

蛭
間
保
育
園
は
平
日
午
前
8
時
〜
午
後
4
時

手
数
料　

1
日
1
5
0
0
円

※「
つ
し
ま
子
育
て
応
援
券
」使
用
可
。

　

保
護
者
が
疾
病
な
ど
の
理
由
で
児
童
を
一

時
的
に
養
育
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
、そ
の

児
童
を
短
期
間
施
設
な
ど
で
保
護
し
ま
す
。

実
施
施
設　

あ
い
さ
ん
テ
ラ
ス（
津
島
市
）、衆

　

善
会
乳
児
院（
名
古
屋
市
）、溢
愛
館（
犬
山

　

市
）

利
用
期
間　

7
日
以
内

手
数
料　

1
日
6
3
0
0
円
以
内

　

偶
者
の
な
い
方
、そ
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

　

子
ま
た
は
父
母
の
い
な
い
20
歳
未
満
の
児
童

内
容

　

事
業
開
始
資
金
、事
業
継
続
資
金
、技
能
習

得
資
金
、就
職
支
度
資
金
、住
宅
資
金
、転
宅

資
金
、医
療
介
護
資
金
、生
活
資
金
、結
婚
資

金
、修
学
資
金
、就
学
支
度
資
金
、修
業
資
金

※
福
祉
資
金
貸
付
申
請
書
の
提
出
時
期
は
左

　

表
の
と
お
り
で
す
。

　

　

日
曜
・
祝
日
の
日
中
、保
護
者
が
就
労
の
た

め
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
と
き
に
保
育
所

で
保
育
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
で
市
内
保
育
所
等
に
入
所

　

し
て
い
る
児
童

実
施
施
設　

あ
た
ご
こ
ど
も
園

保
育
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時
30

　

分（
た
だ
し
、12
月
29
日
〜
1
月
3
日
は
除

　

く
）

利
用
料　

無
料

　

児
童
が
病
気
の
時
に
、保
護
者
が
や
む
を

え
な
い
理
由
で
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
場

合
に
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

実
施
施
設　

神
島
田
保
育
園
病
児・病
後
児

　

保
育
室

利
用
日　

月
〜
金
曜
日（
休
園
日
を
除
く
）連

　

続
し
て
5
日
間
以
内

利
用
時
間　

午
前
8
時
〜
午
後
5
時

対
象　

市
内
在
住
の
生
後
6
カ
月
〜
小
学
6

 

年
生
の
児
童

利
用
料　

1
日
1
5
0
0
円

※
ご
利
用
に
は
事
前
登
録
と
診
療
情
報
提
供

　

書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※「
つ
し
ま
子
育
て
応
援
券
」使
用
可
。

電   話

一
時
預
か
り
事
業
と

子
育
て
支
援
短
期
利
用
事
業

休
日
保
育
事
業

病
児·

病
後
児
保
育
事
業

活
動
の
流
れ

一
時
預
か
り
事
業

子
育
て
支
援
短
期
利
用
事
業

申請書提出期限

6月19日㈮

9月4日㈮

10月23日㈮

11月27日㈮

12月25日㈮

令和3年1月29日㈮

令和3年4月16日㈮

8月下旬

11月下旬

令和3年1月上旬

令和3年2月上旬

令和3年3月上旬

令和3年4月下旬

令和3年6月下旬

9月1日㈫

12月1日㈫

令和3年1月18日㈪

令和3年2月18日㈭

令和3年3月18日㈭

令和3年5月上旬

令和3年7月上旬

貸付金決定時期 貸付金支払日

C H I L D  W E L F A R E  B U S I N E S S

～ 子 ど も た ち が 健 や か に 育 つ よ う に ～
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了
時
に
左
記
の
金
額
を
提
供
会
員
に
直
接

　

支
払
い
ま
す
。

・
子
ど
も
1
人
に
つ
き
1
時
間
あ
た
り
の
報

　

酬
基
準
金
額
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

※「
つ
し
ま
子
育
て
応
援
券
」使
用
可
。

※
依
頼
会
員
が
食
事
、お
や
つ
な
ど
の
提
供
を

　

依
頼
し
た
場
合
は
、提
供
会
員
に
実
費
を

　

支
払
い
ま
す
。

※
た
す
か
る
サ
ポ
ー
ト
の
報
酬
は
市
の
助
成

　

を
差
し
引
い
た
金
額
で
す
。

　

子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
方（
依
頼

会
員
）と
、子
育
て
の
手
伝
い
が
で
き
る
方（
提

供
会
員
）が
お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
活
動

す
る
子
育
て
支
援
の
会
員
組
織
で
す
。

対
象

依
頼
会
員　

・
市
内
在
住・在
勤・在
学
で
、0
歳
児（
生
後

　

2
カ
月
以
降
）〜
小
学
6
年
生
の
お
子
さ

　

ん
を
養
育
し
て
い
る
方

・
妊
娠
8
カ
月
〜
産
後
2
カ
月（
多
胎
児
は

　

生
後
 
カ
月
）の
方（
家
事
支
援
）

提
供
会
員　

　

市
内
在
住
で
、20
歳
以
上
の
健
康
で
子
育

　

て
に
関
心
を
お
持
ち
の
方（
資
格
、経
験
、性

　

別
は
問
い
ま
せ
ん
）

援
助
内
容

・
保
育
所
、認
定
こ
ど
も
園
、幼
稚
園
、小
学

　

校
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、習
い
事
な
ど
へ

　

お
子
さ
ん
の
送
迎

・
保
育
所
等
の
始
業
時
間
前
、ま
た
は
終
業

　

時
間
後
の
お
子
さ
ん
の
預
か
り

・
病
気
ま
た
は
病
気
の
回
復
期
で
あ
り
、保

　

護
者
の
勤
務
の
都
合
に
よ
り
家
庭
で
育
児

　

を
行
う
こ
と
が
困
難
な
と
き
の
預
か
り

・
通
院
、看
護
、冠
婚
葬
祭
、地
域
活
動
、授
業

　

参
観
な
ど
子
ど
も
を
連
れ
て
行
く
こ
と
が

　

で
き
な
い
と
き
の
預
か
り

※
預
か
り
は
、原
則
提
供
会
員
の
自
宅
で
行
い

　

ま
す
。

・
産
前
産
後
の
家
事
、育
児
等
の
援
助（
依
頼

　

会
員
宅
で
行
い
ま
す
）

報
酬
基
準
額
　
依
頼
会
員
は
、援
助
活
動
終

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー
事
業

げんきっこサポート
（健康児）

曜　日　　　　　　　　　　　　　
月～金曜日

時　間

土･日曜日
祝日･年末年始
（12/29～1/3）

700円 800円

700円 800円

700円 800円

午前7時～午後8時

午後8時～午前1時

午前9時～午後5時

午前9時～午後6時

たすかるサポート
（病児･病後児） 

産前産後の
家事支援

1,200円

　夏休み子どもの居場所づくり事業として、保護者が仕事等で家庭にいない、加えて学童保育を利用していない小学
生に安心･安全な居場所を提供します。
利用日　7月21日㈫～8月28日㈮
　　　　（土･日曜日、祝日、8月11日㈫～14日㈮のお盆期間は除く）

対象　食事、身の回りのことが自分でできる小学生
持ち物　お弁当、お茶(水筒)、帽子、上履き等
申込　5月7日㈭～22日㈮に子育て支援課にある利用申請書を記入し、
　　　提出してください。
　　　利用申請書は市ホームページからもダウンロードできます。
　　　※詳細は、市ホームページまたは直接下記へ。
問合　子育て支援課子育て支援Ｇ　☎24-1121

中央児童館

場所 定員 開所時間 利用料金

東小学校
西小学校

蛭間小学校

高台寺小学校

72人
42人

48人

54人

60人

3,000円

午前8時～
午後4時30分

午前8時40分～
午後4時30分

※学校は出校日および学校行
　事がある日は休業します。
※定員を超えた場合、第2希望
　または低学年優先の選考と
　なる場合があります（兄弟
　揃っての利用ができない場
　合があります）。

※学校は出校日および学校行
　事がある日は休業します。
※定員を超えた場合、第2希望
　または低学年優先の選考と
　なる場合があります（兄弟
　揃っての利用ができない場
　合があります）。

夏休みに子どもの居場所を提供します

12
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地
域
で
子
育
て
支
援
の
輪

を
広
げ
ま
せ
ん
か
？

も
し
も
の
時
の
た
め
に

ま
ず
は
登
録
を
！

①なぜ地域の子育て支援が必要なの？

②愛着形成の大切さ～心の育ちと寄り添い方～

③今の子どもの食で気をつけること

④子どもにとって安全･安心な環境とは？ 
⑤配慮が必要な子どもへの関わり方

ＮＰＯ法人れんこん村の
わくわくネットワーク職員
愛西市臨床心理士

愛西市管理栄養士

愛西市保育園園長

愛西市消防署職員

津島市子育て支援センター所長

ＮＰＯ法人れんこん村の
わくわくネットワーク職員

津島市かるがも園園長
津島市看護師・
ＮＰＯ法人れんこん村の
わくわくネットワーク職員

　

登
録
料
や
会
費
は
無
料
！

　

利
用
予
定
の
な
い
方
も
安
心

の
た
め
に
事
前
に
登
録
を
！

　

あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
あ
れ

ば
緊
急
時
も
ス
ム
ー
ズ
に
サ
ポ

ー
ト
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
登
録
方
法
】

　

移
動
事
務
所
、セ
ン
タ
ー
に
来

所
の
ほ
か
、郵
送
で
も
受
け
付
け

可
。

※
移
動
事
務
所
の
予
定
は
毎
月
、

　

市
政
の
ひ
ろ
ば
の
市
民
相
談
ペ

　

ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

今
月
は
5
月
14
日
㈭
午
前
11

　

時
〜
正
午
に
西
地
区
子
育
て

　

支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

※
依
頼
会
員
の
登
録
は
、印
鑑
と

　

母
子
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ

　

い
。

問
合

　

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン

　

タ
ー（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
れ
ん
こ
ん

　

村
の
わ
く
わ
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク
内
）　

☎
55
-7
7
0
8

　

愛
西
市
北
河
田
町
郷
西
3
4

 

3
-1

受
付
時
間 

月
〜
金
曜
日（
午
前

　

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
）

～ファミリー・サポート・センターのしくみ～
（地域みんなで子育てを応援する相互援助活動です）

日   時

5月13日㈬ 午前10時～正午

午後1時～3時

午後1時～3時

午前10時～正午

午前10時～正午

午前10時～正午

午後1時～3時

午前10時～正午

午後1時～3時

5月15日㈮

5月20日㈬

5月22日㈮

5月26日㈫

内   容 講 師

養成講座のお知らせ 提供会員、大募集中！！
▼場所　愛西市佐織公民館会議室ほか
▼対象　子育て支援活動に関心のある方、 
　　　　子育て中の方、ファミサポ会員 
※会員登録をしていなくても参加可 
▼参加費　無料 
▼申込　事前に問い合わせ先へ。 
※託児あり(要予約。定員になり次第締め切り) 

  　　　　　　　　　　　　　　　         ※一部のみの受講も可

① 援助の
　 申し込み

④ 連絡

⑤ 援助活動

⑥ 報酬の支払い
提供会員

（子育ての応援をしたい方）

依頼会員
（子育てを手伝ってほしい方）

③ 承諾

② 援助活動の
　 依頼

有償ボランティアとして
地域のために活動してみませんか？

年齢・性別・経験不問

※一度に全て受講できない場合も受講
　大歓迎！講座は年間4回開催します。
　受講完了後、提供会員として登録でき
　ます。

依
頼
会
員
に

登
録
す
る
に
は
…

提
供
会
員
に

な
る
に
は
…

【講座内容と時間割】

ファミリー・サポート・
センター

⑥子どもの急変の時、どうしたらいいの？
  （病気編）(グループワーク･講義)

⑦子どもの急変の時、どうしたらいいの？
  （ケガ･事故編）

⑧子どもの発達に合った遊びと心理

⑨みんなで子育てについて考えよう(グループ
   ワーク)･事業説明と登録
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